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播
小
プ
ー
ル
の
基
礎
を

　
　
　
　
　
　
　
　
鋼
管
杭
に
変
更

補正予算 

Ｊ
Ｒ
土
山
駅
南
町
有
地

　
　
　
　
土
壌
改
良
等
工
事
の
契
約
変
更

　
平
成
26
年
５
月
臨
時
会
は
５
月
15
日
、
６
月
定
例
会
は
６
月
３
日
か
ら

11
日
ま
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、
契
約
締
結
・
変

更
や
専
決
処
分
の
承
認
、
人
事
案
件
な
ど
計
10
議
案
を
可
決
・
承
認
・
推

薦
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
意
見
書
を

１
件
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
行
い
、
町
政
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は

１
５
２
８
万
３
千
円
増
額
し
、

予
算
額
を
１
０
０
億
３
０
４

９
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
教

育
費
の
播
磨
小
学
校
プ
ー
ル

改
修
事
業
の
工
事
請
負
費
で
、

土
壌
掘
削
中
に
過
去
の
廃
棄

物
と
み
ら
れ
る
物
が
出
現
し

た
こ
と
か
ら
、
専
門
業
者
に

お
い
て
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
廃
棄
物
や
水
質
汚

濁
防
止
法
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
物
で
あ
る
と
判
明
し

ま
し
た
が
、
当
初
の
予
定
ど

お
り
地
盤
改
良
に
よ
る
工
法

で
工
事
を
実
施
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
さ
ら
に
１
億
円
以
上

の
費
用
と
プ
ー
ル
工
事
と
は

別
に
６
カ
月
程
度
の
工
事
期

間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
プ
ー
ル
の
大

部
分
の
基
礎
を
鋼
管
杭
に
変

更
し
て
工
事
を
行
う
費
用
に

９
６
５
万
１
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

　
総
務
費
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
事
業
の
助
成
金
は
、
古

宮
連
合
自
治
会
が
実
施
す
る

町
の
無
形
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
の
獅

子
頭
な
ど
の
備
品
購
入
費
や
、

古
田
東
部
連
合
自
治
会
自
主

防
災
会
の
発
電
機
な
ど
備
品

購
入
費
で
４
２
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
労
働
費
の
高
年
齢
者
就
業

機
会
拡
大
事
業
は
、
国
の
平

成
25
年
度
補
正
予
算
で
新
た

に
地
域
人
づ
く
り
事
業
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
高
年

齢
者
就
業
機
会
拡
大
事
業
と

し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
す
る
た
め
、
98
万

９
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
民
生
費
の
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支

給
事
業
の
印
刷
製
本
費
19
万

２
千
円
と
、
消
防
費
の
災
害

対
策
活
動
事
業
の
委
託
料
25

万
１
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
一
部
の
区
画
を
除
き
現
場

で
の
掘
削
、
搬
出
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
処
分
場
等
へ

の
搬
入
重
量
等
の
実
績
に
基

づ
く
精
算
に
よ
り
設
計
変
更

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
設
計
金

額
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
一
部
の
区
画
に
お
い

て
掘
削
段
階
で
建
物
外
壁
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多

い
ス
レ
ー
ト
廃
棄
物
が
地
中

か
ら
出
現
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
建
設
機
械
で
の
掘
削
か
ら

人
力
作
業
に
変
更
し
、
汚
染

土
壌
と
一
緒
に
フ
レ
コ
ン
バ

ッ
グ
に
封
入
す
る
な
ど
、
新

た
な
作
業
と
処
理
費
用
が
増

加
し
た
こ
と
か
ら
、
契
約
金

額
の
既
議
決
額
１
億
７
４
６

万
円
を
８
９
３
万
２
６
８
０

円
増
額
し
、
１
億
１
６
３
９

　
焼
却
炉
内
耐
火
物
補
修
や

電
気
集
じ
ん
機
補
修
な
ど
、

ご
み
焼
却
施
設
の
補
修
工
事

を
川
崎
重
工
業
㈱
関
西
支
社

と
７
４
４
１
万
２
千
円
で
契

約
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
質
　
疑

問
　
20
年
に
及
ぶ
補
修
工
事

の
実
績
を
デ
ー
タ
と
し
て
畜

積
し
、
工
事
単
価
の
基
準
額

を
算
定
し
た
り
進
捗
率
を
数

値
化
で
き
な
い
か
。

答
　
デ
ー
タ
と
し
て
基
準
額

を
算
定
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
は
な
か
っ
た
が
、
進
捗
率

の
数
値
化
な
ど
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

万
２
６
８
０
円
と
す
る
契
約

変
更
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
財

政
調
整
基
金
の
繰
入
金
９
９

０
万
２
千
円
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
事
業
の
助
成
金
に

つ
い
て
は
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成

さ
れ
ま
す
が
、
町
経
由
で
交

付
す
る
こ
と
か
ら
、
雑
入
と

し
て
４
２
０
万
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
高
年
齢
者
就
業

機
会
拡
大
事
業
は
国
庫
補
助

金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
支
給
事
業
は
県
補
助

金
と
し
て
歳
出
額
と
同
額
が

補
助
さ
れ
る
た
め
、
１
１
８

万
１
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
質
　
疑

問
　
地
盤
改
良
を
最
小
限
に

し
て
廃
棄
物
の
多
く
を
敷
地

内
に
留
め
る
こ
と
で
、
地
中

に
溶
解
し
鋼
管
杭
の
腐
食
を

進
め
な
い
か
。

答
　
地
中
に
残
る
廃
棄
物
は

有
害
物
質
で
は
な
く
、
鋼
管

杭
も
腐
食
を
考
慮
し
た
厚
み

が
あ
る
の
で
耐
久
性
を
損
な

う
も
の
で
は
な
い
。

播
磨
小
学
校
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
改
修
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業

契　約

 

塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
改
修
工
事

契　約

　
プ
ー
ル
の
大
部
分
の
基
礎

を
鋼
管
杭
に
変
更
し
て
工
事

を
行
う
た
め
、
契
約
金
額
の

既
議
決
額
１
億
６
３
８
万
円

を
１
２
１
３
万
５
６
０
円
増

額
し
、
１
億
１
８
５
１
万
５

６
０
円
と
す
る
契
約
変
更
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
質
　
疑

問
　
地
表
か
ら
３
・
８
メ
ー

ト
ル
の
鋼
管
杭
が
強
固
な
岩

盤
に
届
く
調
査
は
し
て
い
る

の
か
。

答
　
事
前
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
強
固
な
地
盤
に
届
く

長
さ
の
鋼
管
杭
で
施
工
す
る
。

播
小
プ
ー
ル
改
修
工
事
の

　
　
　
　
　
　
契
約
変
更

契　約

▲改修を待つ播小プール用地

▲収集車からごみ投入（塵芥処理センター）
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